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 ②　ワカメロープの設置（ワカメ種苗の投入）

藻食性魚類が少ない時期に繁茂するワカメの種苗を投入し、春藻場の形成を促進する。

 ③　モニタリング

活動区域に定点を設け、大型海藻の被度を定量・定期的にモニタリングし、活動の効果を検

証し、次年度の活動計画に反映する。

 ①　母藻の設置

アラメ・カジメ類の衰退によって種の供給量が減少していることから、人為的に母藻を投入し、

種の供給不足を解消し、藻場の回復を図る。


